
主目的 4 17 3

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

子どもたちが体験活動を通じて、子ども同士や大人との交流により社会性を育む。

内容

（手段）

◆２４年度実施内容

○こども自然体験活動事業

・地域の方の参画により運営委員会を設置し、企画運営により事業を実施した。

　　自然体験活動（じゃがいもづくり、もち米づくり、魚とり、さつまいも掘り、

    兒の森里山体験、親子自然体験講座、中高生サークル冬祭りイベント）

○学校外活動運営事業

・子どもが参加するイベント・プログラムに、ポイントラリー制度を導入し、３０ポイント以上

　の児童生徒にピンバッジを贈呈した。

・ジュニアセミナーとして各種体験講座２５講座展開し、その活動の成果発表を「こまなび

フェスティバル」において実施した。
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一般会計 担当課
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7,3075,729

Ｈ23決算額
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フェスティバル」において実施した。

　

※各事業の事務局を生涯学習課が担い、職員は、市民と協働で事業に参加・運営した。

◆２４年度直接経費の内訳

こども自然体験活動事業委託料 4,054,737円

学校外活動運営事業委託料 2,546,320円

◆２５年度直接経費の内訳

こども自然体験活動事業委託料 4,307,000円

学校外活動運営事業委託料 3,000,000円
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有

参加者負担金（保険料、材料費　150円～6,200円講座によって異なる）
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達成状況

両事業共に、市民、講師との協働により、円滑な運営を行うことが出来、目標を達成し

た。
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実実実実

事業実施におけ

る課題

・ジュニアセミナーは定員制であるため、希望の講座を全ての児童が受講できるわけ

ではない。第１希望でないと参加しないなど、一部定員割れとなった講座もあった。

・自然体験活動は、気候条件等により、農作物の収穫量が変動する。それも含めての

自然体験なのであるが、保護者の一部からは不満も聞かれる。
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方向性の判定

方向性の判定
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次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

子どもの成長過程に必要な様々な体験活動の機会が無くなり、子どもの健やかな成

長を疎外する。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持

維　持

兒の森を自然体験学習の場として、草刈等園路周辺の環境整備を市民ボランティア

グループへ協働事業として委託することで、人材発掘、養成から、ボランティアの活動

支援までの学びの循環をより充実し、実施する。

判　定　理　由

事事事事

業業業業

のののの
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性性性性

２６年度以降

の改善案

わくわく魚とりについては、魚の確保が業者でも困難になっているため、代替案等の

検討が必要になる可能性がある。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

自然体験なのであるが、保護者の一部からは不満も聞かれる。

様々な体験の機会を通して、子どもの豊かな情操や、親以外の大人との交流を通し

ての社会性を育む機会の提供は、子どもの成長に必要であると考え、現状維持とし

た。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


